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廃校活用にみる関かれた地域づくりと住民参加に関する一考察

一大子町の廃校活用を中心に-

橋田慈子ヰ

1 .本研究の目的と方法

近年、日本の各地域では過疎化や少子化に伴い、地方自治体の行財政改革の煽りを受けた市

町村合併や学校統廃合政策が進められてきた。これに対し、住民側では行政主導の学校統廃合

への異議申し立てや開校後の跡地利活用への参画など、自治的な取組も見られてきた。本研究

では住民による狭域自治を実現する一つの手段として、地域の拠点で、あった学校を活用する「廃

校活用Jに注目する。住民が活用プロセスに参加するなかで何を学び¥どのように地域づくり

の主体となっていったのかを、文献調査や廃校活用に参加する住民への開き取り調査から究明

する。

2. 本研究の構成

序章本研究の目的と課題意識

第一章農村地域における住民参加

第一節 市町村合併からみる住民参加

第二節 住民参加による地域づくりの事例研究-f小さくても輝く自治体Jと「やねだんJを

事例に-

第二章廃校活用における住民参加

第一節学校統廃合の現状

第二節 廃校活用における住民参加の事例-f星ふる学校くまの木」を事例に-

第三章 住民参加による廃校活用と関かれた地域づくり一大子町の廃校活用を事例に-

第一節 !日大子町立 上向小学校 「跡地保存の会j

第二節 保存の会の今後の展望と地域づくりへの可能性

第三節 大子町の他の廃校活用における住民参加の現状-初原ぼっちの学校とおやき学校を

事例に-

第四節 大子町の廃校活用についての考察

終章本研究のまとめと課題
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3. 概要

第一章では平成の市町村合併などの広域化政策が進む中で、あえて合併を選ばず「顔の見え

る住民自治j を実践してきた「小さくても輝く自治体j の事例を分析し、狭域自治が共同的・

自治的に地域づくりを行うための住民間の「学びJを促し、地域づくりに必要な「人的エネノレ

ギーj、「金銭的エネルギーJを地域の中から創出することを明らかにした。

第二章では、学校統廃合プロセスと、廃校活用プロセスにおける住民参加の現状を述べた。

栃木県塩谷町の「星ふる学校『くまの木~J の廃校活用の事例からは、廃校活用の議論に住民参

加が見られることで、住民のニーズを反映した活用が可能になり、実際の活用にも住民の継続

的な参加が見られることが解明された。また、廃校が地域外の人にも関かれた施設となること

により、それまで地域に潜んでいた「地域資源jが外部者に価値づけられ、地域づくりの人的

エネノレギ一、金銭的エネルギーへと変わってゆく構造を明らかにした。

第三章では、!日大子IilT立上岡小学校の f跡地保存の会j を事例に挙げ、地域住民による校舎

の清掃活動や保存活動を継続してきた結果、開校当初は、学校統廃合もやむを得ないと考えて

いた住民の意識が、これからは住民の力で、上向小を守っていかねばならないとしづ意思に変容

したことを明らかにした。

本研究では、廃校活用の議論の段階から住民が参加し、住民主体の廃校活用が行われること

により、廃校の継続的利用が促されること、そしてその廃校が地域外の人々にも開かれること

により、地域資源の持つ価値が共有され、地域資源を活用する方向で、現実の課題を解決して

ゆく地域づくりが行われるプロセスを、廃校活用の事例研究の分析から明らかにした。
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